第７章　暮らしやすさの現状とニーズ
１．情報

（１）情報の入手

障がい福祉に関する情報の入手先については、身体・知的障がいのある人では「広報ぎふ、岐阜市ホームページ」、精神に障がいのある人では「医療機関」、指定難病患者では「市役所、保健所・保健センター」、手帳未所持者では「広報ぎふ、岐阜市ホームページ」と「相談支援専門員」が最も高くなっています。なお、「どこから入手したらよいかわからない」は10～20％程度となっています。（176頁参照）
図表７－１　情報の入手先（複数回答）
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地域包括支援センター

社会福祉協議会

ハローワーク

どこから入手したら

よいかわからない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468） 知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228） 指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、視覚障がいのある人では「テレビ・ラジオ」、肢体不自由者では「ケアマネジャー」が最も高くなっています。
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基幹相談支援サテライト

障害福祉サービス等

事業所

障害者就業・生活支援
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地域包括支援センター

社会福祉協議会

ハローワーク

どこから入手したら

よいかわからない

その他

無回答

視覚障がい （n=167） 聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52） 肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）


単位：％

	区
分
	テレビ・ラジオ
	インターネット
	新聞・雑誌
	広報ぎふ、岐阜市ホームページ
	家族・親戚
	友人・知人、近所の人
	ヘルパー
	相談支援専門員
	ケアマネジャー
	障がい者（児）の団体
	幼稚園・保育園、学校
	医療機関
	市役所、保健所・保健センター

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	13.0
	34.1
	10.9
	17.4
	26.1
	19.6
	7.2
	21.7
	2.9
	9.4
	2.2
	16.7
	18.1

	
	40～64歳（n=  275）
	19.6
	35.6
	12.4
	28.0
	10.5
	8.4
	4.0
	5.1
	7.6
	2.9
	-
	14.2
	28.0

	
	65歳以上（n=1,015）
	21.6
	6.2
	16.0
	26.3
	13.9
	10.8
	6.1
	4.6
	26.2
	3.1
	0.1
	16.0
	17.0

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	12.5
	20.1
	10.4
	24.3
	20.8
	20.1
	4.2
	25.7
	2.8
	14.6
	1.4
	8.3
	18.8

	
	40～64歳（n=   79）
	15.2
	7.6
	11.4
	25.3
	11.4
	16.5
	7.6
	21.5
	6.3
	12.7
	-
	3.8
	17.7

	
	65歳以上（n=   19）
	26.3
	-
	10.5
	21.1
	15.8
	-
	-
	-
	10.5
	15.8
	-
	5.3
	26.3

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	13.2
	34.0
	9.4
	17.0
	15.1
	7.5
	1.9
	9.4
	1.9
	5.7
	-
	35.8
	17.0

	
	40～64歳（n=  126）
	29.4
	25.4
	15.1
	19.8
	16.7
	9.5
	4.0
	7.9
	3.2
	2.4
	0.8
	32.5
	27.8

	
	65歳以上（n=   47）
	8.5
	10.6
	10.6
	21.3
	14.9
	10.6
	19.1
	17.0
	25.5
	-
	-
	25.5
	19.1

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	15.0
	50.0
	5.0
	20.0
	-
	5.0
	-
	-
	-
	-
	-
	10.0
	35.0

	
	40～64歳（n=   89）
	20.2
	39.3
	10.1
	29.2
	7.9
	9.0
	2.2
	5.6
	7.9
	-
	1.1
	19.1
	32.6

	
	65歳以上（n=  155）
	20.6
	11.6
	14.2
	27.7
	16.1
	14.8
	9.7
	9.0
	29.7
	1.3
	1.3
	21.3
	25.2

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	14.3
	50.0
	7.1
	28.6
	42.9
	-
	-
	42.9
	-
	-
	-
	21.4
	21.4

	
	40～64歳（n=   18）
	5.6
	11.1
	-
	27.8
	5.6
	11.1
	-
	16.7
	5.6
	5.6
	-
	16.7
	22.2


単位：％　　　

	区
分
	民生委員・児童委員
	身体・知的障害者相談員
	岐阜市障害者生活支援センター
	基幹相談支援サテライト
	障害福祉サービス等事業所
	障害者就業・生活支援センター
	地域包括支援センター
	社会福祉協議会
	ハローワーク
	どこから入手したらよいかわからない
	その他
	無回答
	

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	0.7
	2.9
	4.3
	-
	10.9
	3.6
	-
	-
	3.6
	10.9
	2.2
	4.3
	

	
	40～64歳（n=  275）
	1.5
	1.1
	4.7
	0.4
	2.2
	1.8
	1.5
	2.2
	2.5
	18.5
	4.0
	5.1
	

	
	65歳以上（n=1,015）
	2.7
	0.3
	3.6
	0.1
	1.7
	0.9
	10.6
	2.7
	0.3
	13.4
	2.5
	7.5
	

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	-
	3.5
	5.6
	-
	14.6
	7.6
	1.4
	3.5
	1.4
	13.2
	6.3
	7.6
	

	
	40～64歳（n=   79）
	-
	11.4
	10.1
	-
	10.1
	10.1
	1.3
	10.1
	8.9
	20.3
	6.3
	6.3
	

	
	65歳以上（n=   19）
	-
	5.3
	-
	-
	5.3
	-
	-
	5.3
	-
	10.5
	-
	26.3
	

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	-
	1.9
	3.8
	1.9
	3.8
	3.8
	1.9
	-
	-
	15.1
	5.7
	-
	

	
	40～64歳（n=  126）
	1.6
	0.8
	6.3
	0.8
	4.8
	4.0
	3.2
	0.8
	4.8
	10.3
	3.2
	0.8
	

	
	65歳以上（n=   47）
	4.3
	2.1
	4.3
	-
	2.1
	2.1
	14.9
	4.3
	2.1
	14.9
	2.1
	10.6
	

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	25.0
	-
	-
	

	
	40～64歳（n=   89）
	1.1
	-
	-
	-
	-
	1.1
	7.9
	-
	2.2
	10.1
	3.4
	3.4
	

	
	65歳以上（n=  155）
	0.6
	-
	1.9
	-
	-
	-
	14.8
	0.6
	0.6
	7.1
	3.2
	5.8
	

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	-
	-
	-
	-
	-
	7.1
	-
	7.1
	21.4
	14.3
	-
	-
	

	
	40～64歳（n=   18）
	5.6
	5.6
	-
	-
	-
	-
	11.1
	5.6
	16.7
	22.2
	5.6
	5.6
	


障がいのある児童では、「インターネット」が最も高く、次いで、「相談支援専門員」、「医療機関」、「幼稚園・保育園、学校」の順となっています。
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どこから入手したら

よいかわからない

その他

無回答

障がい児 （n=414） ５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165） 12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）

[image: image6.emf]4.2

－

0.7

－

－

7.0

－

0.7

7.7

4.9

－

8.3

－

0.5

0.5

0.5

14.6

1.0

1.0

10.4

4.2

0.5

8.9

2.2

－

2.2

2.2

8.9

2.2

2.2

20.0

6.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50.0

－

－

－

－

－

－

－

8.7

－

4.3

－

4.3

－

21.2

－

－

－

－

11.1

－

－

11.1

1.0

4.0

0% 50% 100%

岐阜市子ども・若者

総合支援センター

民生委員・児童委員

身体・知的障害者相談員

岐阜市障害者生活支援

センター

基幹相談支援サテライト

障害福祉サービス等

事業所

障害者就業・生活支援

センター

社会福祉協議会

どこから入手したら

よいかわからない

その他

無回答

身体障がい（n=143） 知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45） 指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい児
障がい別にみると、身体・知的障がいのある児童では「相談支援専門員」、小児慢性特定疾病患者では「医療機関」が最も高くなっています。
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医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの

方法について .

グループホームなど住まいの場について

悩みごとが相談できる人や団体、機関について

職業訓練や就職情報などの就労支援について

同じような障がいのある仲間と出会える場につ

いて .

障がいのある人に配慮した行事やイベントなど

について .

障がいのある人が外出先で利用できる施設など

について .

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468）

知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228）

指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）


（２）必要とする情報

必要とする情報についてたずねたところ、身体に障がいのある人と指定難病患者では「医療に関することについて」、知的障がいのある人では「グループホームなど住まいの場について」、精神に障がいのある人と手帳未所持者では「各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について」が最も高くなっています。このほか、「職業訓練や就職情報などの就労支援について」では手帳未所持者がほかに比べて高くなっています。
図表７－２　必要とする情報（複数回答）
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医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの

方法について .

グループホームなど住まいの場について

悩みごとが相談できる人や団体、機関について

職業訓練や就職情報などの就労支援について

同じような障がいのある仲間と出会える場につ

いて .

障がいのある人に配慮した行事やイベントなど

について .

障がいのある人が外出先で利用できる施設など

について .

特にない

その他

無回答

視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみると、視覚・聴覚等障がいのある人では、「各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について」が最も高くなっています。
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの

方法について .

自立した生活を送ることができるように訓練す

る場について .

職業訓練や就職情報などの就労支援について

悩みごとが相談できる人や団体、機関について

同じような障がいのある仲間と出会える場につ

いて .

障がいのある人に配慮した行事やイベントなど

について .

障がいのある人が外出先で利用できる施設など

について .

特にない

その他

無回答

障がい児 （n=414）

５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165）

12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


単位：％

	区
分
	医療に関することについて
	各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について
	グループホームなど住まいの場について
	悩みごとが相談できる人や団体、機関について
	職業訓練や就職情報などの就労支援について
	同じような障がいのある仲間と出会える場について
	障がいのある人に配慮した行事やイベントなどについて
	障がいのある人が外出先で利用できる施設などについて
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	39.1
	39.1
	23.2
	34.1
	16.7
	23.2
	17.4
	33.3
	9.4
	0.7
	5.8

	
	40～64歳（n=  275）
	42.9
	39.6
	10.5
	28.7
	12.7
	16.7
	13.8
	30.2
	12.4
	0.4
	5.5

	
	65歳以上（n=1,015）
	34.6
	25.2
	8.5
	17.7
	1.8
	6.7
	6.8
	14.5
	24.2
	1.3
	14.1

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	32.6
	34.7
	39.6
	38.2
	15.3
	23.6
	27.8
	36.8
	11.8
	8.3
	5.6

	
	40～64歳（n=   79）
	17.7
	17.7
	24.1
	24.1
	8.9
	21.5
	11.4
	16.5
	19.0
	-
	13.9

	
	65歳以上（n=   19）
	21.1
	15.8
	15.8
	10.5
	10.5
	15.8
	5.3
	10.5
	26.3
	-
	21.1

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	37.7
	60.4
	13.2
	52.8
	45.3
	30.2
	13.2
	28.3
	7.5
	5.7
	1.9

	
	40～64歳（n=  126）
	42.1
	44.4
	7.9
	42.9
	24.6
	18.3
	11.1
	21.4
	11.1
	4.0
	4.0

	
	65歳以上（n=   47）
	31.9
	25.5
	8.5
	34.0
	2.1
	14.9
	10.6
	12.8
	19.1
	4.3
	12.8

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	55.0
	35.0
	5.0
	25.0
	5.0
	25.0
	5.0
	25.0
	20.0
	-
	-

	
	40～64歳（n=   89）
	60.7
	40.4
	4.5
	24.7
	10.1
	12.4
	4.5
	20.2
	15.7
	1.1
	2.2

	
	65歳以上（n=  155）
	49.0
	31.0
	9.7
	25.2
	2.6
	10.3
	3.9
	11.6
	15.5
	1.9
	10.3

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	35.7
	50.0
	14.3
	42.9
	50.0
	28.6
	7.1
	-
	7.1
	-
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	38.9
	50.0
	5.6
	33.3
	38.9
	11.1
	5.6
	11.1
	11.1
	-
	11.1


障がいのある児童では「各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの方法について」が最も高く、15歳以上では60％を超えています。このほか、「自立した生活を送ることができるように訓練する場について」と「悩みごとが相談できる人や団体、機関について」が40％を超えています。
年齢別にみると、「職業訓練や就職情報などの就労支援について」では12～14歳、「同じような障がいのある仲間と出会える場について」では５歳以下が、ほかの年齢層に比べて高くなっています。
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9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

墨字

拡大文字

点字

音声

その他

無回答

視覚障がい（n=167）

18～39歳（n=  7）

40～64歳（n= 36）

65歳以上（n=120）

障がい児
障がい別にみると、手帳未所持者では「悩みごとが相談できる人や団体、機関について」が最も高くなっています。
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25.0

30.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般図書・資料（ルーペ利用含む）

大活字本

点字図書・資料

音声図書、朗読

拡大読書器・音声拡大読書器

ＣＤ（デイジー）・カセットテープ

パソコン（読み上げソフト）等

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

18～39歳

（n=  7）

40～64歳

（n= 36）

65歳以上

（n=120）


「その他」として、主に次のような記入がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・バリアフリーの住宅情報

・施設の状況等の情報

・ショートステイ受け入れ施設について
・将棋、囲碁等娯楽施設

	知的障がい
	・情報は多い方がよい。皆に平等に情報が行き届くべき

・障害者に関する法律

・親が亡くなった後の財産管理、スムーズな遺産分割の仕方について

・障害のある兄弟姉妹を持つ子ども等を支援する仕組みや活動があったらよい
・障害者を育てる上で、どのように対処すべきか個々に合わせて教えてほしい（やってはいけないこととか、具体的に）
・外出先で、家族と一緒に入ることのできる、きれいなトイレがある場所

	精神障がい
	・医療費に関すること

・カウンセリングが受けられる場所(保険で)

・治療が受けられる場所

・解決方法が分かる場所

・福祉用具(保護帽など)

・障害児者、スポーツの情報

・芸術の発表できるところ

	指定難病
	・どのような支援が受けられるか

	障がい児
	・障がい者を持つ家族がどう暮らしているのか知りたい

・高校卒業後の生活について

・家族がいなくても自ら主体的に生活することができるような公的支援やサービス、生活全般に対すること

・介護者側が受けれるサービスや支援について

・親なき後のこと

・同じような障がいのある方がやってよかったことなど具体的な情報だけほしい（出会わなくていい）

・障がい者スポーツ団体の情報がほしい
・Ｅスポーツのできる無料の高校


（３）視覚障がいのある人の文字情報の取得状況
視覚障がいのある人の文字情報の取得手段については、「音声」が52.7％と最も高く、次いで、「拡大文字」が31.7％、「墨字」が16.2％、「点字」が13.2％などとなっています。
なお、「その他」として、「ルーペ」、「代読」、「読書器」、「テレビ」、「ラジオ」などの記入がありました。
図表７－３　視覚障がいのある人の文字情報の取得手段（複数回答）
視覚[image: image13.emf]9.0 

13.9 

8.3 

83.8 

85.7 

80.6 

84.2 

7.2 

14.3 

5.6 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

視覚障がい（n=167）

18～39歳（n=  7）

40～64歳（n= 36）

65歳以上（n=120）

ある ない 無回答

障がい者

視覚障がいのある人の文字情報の取得媒体については、「一般図書・資料（ルーペ利用含む）」が25.7％と最も高くなっています。このほか、「その他」を除く具体的な選択項目としては、「音声図書、朗読」が11.4％、「点字図書・資料」と「拡大読書器・音声拡大読書器」、「パソコン（読み上げソフト）等」がともに10.8％などとなっています。
なお、「その他」として、「拡大鏡」、「スマートフォン」、「テレビ」、「ラジオ」などの記入がありました。

図表７－４　視覚障がいのある人の文字情報の取得媒体（複数回答）
視覚[image: image14.emf]72.3

39.6

26.4

25.2

11.3

6.3

3.8

5.0

選択肢なし

36.5

選択肢なし

5.8

5.8

21.2

42.3

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

補聴器、人工内耳等

筆談

口話、読話

手話（触手話含む）

要約筆記

携帯用会話補助装置

その他

無回答

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

障がい者

続いて、文字情報を取得している媒体を市立図書館において利用したことがあるかたずねたところ、「ある」は9.0％となっています。
図表７－５　視覚障がいのある人の市立図書館における文字情報媒体の利用状況
視覚[image: image15.emf]5.7 
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1.9 
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15.2 

5.6 

2.8 

14.2 

14.5 

13.5 

5.9 

15.2 

22.2 

6.7 

16.7 

36.5 

28.9 

59.6 

17.4 

44.4 

44.4 

100.0 

47.2 

27.5 

30.2 

19.2 

23.5 

32.6 

24.1 

31.1 

27.8 

10.0 

11.3 

5.8 

11.8 

6.5 

3.7 

17.8 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障がい （n=211）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

１ 級 （n= 17）

２ 級 （n= 46）

３ 級 （n= 54）

４ 級 （n= 45）

５ 級 （n=  1）

６ 級 （n= 36）

利用している 利用したことはあるが、現在は利用していない

利用したことはないが、今後利用したい 利用したことはなく、今後も利用しない

わからない 無回答

障がい者

（４）聴覚等障がいのある人等のコミュニケーション手段
聴覚等障がいのある人等のコミュニケーション手段については、「その他」を除き、聴覚等障がいのある人では「補聴器、人工内耳等」が72.3％、言語等障がいのある人では「筆談」が36.5％と最も高くなっています。次いで、聴覚等障がいのある人では、「筆談」（39.6％）、「口話、読話」（26.4％）、「手話（触手話含む）」（25.2％）、「要約筆記」（11.3％）などとなっています。また、言語等障がいのある人では、「携帯用会話補助装置」が21.2％などとなっています。

なお、「その他」として、「スマートフォン」、「携帯」、「パソコン」、「テレビ」、「会話」などの記入がありました。

図表７－６　聴覚等障がいのある人等のコミュニケーション手段（複数回答）
聴覚等[image: image16.emf]47.0

13.8

6.7

5.1

16.6

2.0

0.3

9.0

5.2

1.7

0.7

1.9

0.2

53.7

11.9

5.3

18.9

3.3

5.3

1.2

8.6

4.1

－

2.5

3.7

0.4

53.9

18.0

4.4

12.3

6.1

0.9

－

25.0

9.2

1.3

－

4.4

0.4

57.0

19.1

3.3

2.9

16.2

0.4

－

17.3

9.2

0.4

0.7

0.7

－

48.6

17.1

5.7

34.3

－

－

－

25.7

5.7

－

－

－

－

0% 50% 100%

家族・親戚

友人・知人、近所の人

ヘルパー

相談支援専門員

ケアマネジャー

障がい者（児）の団体

幼稚園・保育園、学校

医療機関

市役所、保健所

・保健センター

民生委員・児童委員

身体・知的障害者相談員

岐阜市障害者生活支援

センター

基幹相談支援サテライト

障がい者

（５）意思疎通支援サービス
手話通訳者または要約筆記者の派遣サービスの利用状況等について、「利用している」は、聴覚等障がいのある人で7.5％にとどまっています。一方、「利用したことはないが、今後利用したい」は、聴覚等障がいのある人で14.5％、言語等障がいのある人で13.5％となっています。

図表７－７　手話通訳者または要約筆記者の派遣サービスの利用状況等
聴覚等[image: image17.emf]2.6

1.3

4.3

1.1

0.8

0.1

0.1

4.0

8.4

3.9

23.6

13.9

5.7

0.4

4.1

2.9

－

0.4

1.6

8.2

7.4

14.8

7.5

3.9

4.4

1.8

4.4

－

－

7.0

10.5

7.5

4.8

1.5

0.4

4.4

－

0.7

－

0.4

4.4

6.3

5.1

15.1

11.4

8.6

2.9

－

8.6

－

－

14.3

5.7

2.9

8.6

0% 50% 100%

障害福祉サービス等

事業所

障害者就業・生活支援

センター

地域包括支援センター

社会福祉協議会

ハローワーク

岐阜市超短時間ワーク

応援センター

岐阜県障がい者差別解消

推進センター

相談できる相手がいない

誰に相談したらよいか

わからない

その他

無回答

身体障がい（n=1,468） 知的障がい（n=  244）

精神障がい（n=  228） 指定難病 （n=  272）

手帳未所持（n=   35）

障がい者

２．相談

困りごとなどの相談先については、いずれも「家族・親戚」が最も高くなっています。このほか、手帳未所持者では「相談支援専門員」が30％を超えて比較的高くなっています。なお、「相談できる相手がいない」、「誰に相談したらよいかわからない」ともに概ね10％未満となっています。
図表７－８　困りごとなどの相談先（複数回答）
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2.9
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1.4

0.2

11.3

5.1

1.7

0.2

2.0

0.3

0% 50% 100%

家族・親戚

友人・知人、近所の人

ヘルパー

相談支援専門員

ケアマネジャー

障がい者（児）の団体

幼稚園・保育園、学校

医療機関

市役所、保健所

・保健センター

民生委員・児童委員

身体・知的障害者相談員

岐阜市障害者生活支援

センター

基幹相談支援サテライト
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7.7

17.3

3.6

1.4

2.8

0.8

1.2

0.2

－

4.4

6.7

3.6

28.4

1.4

1.2

5.3

0.9

0.5

－

0.2

3.1

8.2

3.4

24.9

0% 50% 100%

障害福祉サービス等

事業所

障害者就業・生活支援

センター

地域包括支援センター

社会福祉協議会

ハローワーク

岐阜市超短時間ワーク

応援センター

岐阜県障がい者差別解消

推進センター

相談できる相手がいない

誰に相談したらよいか

わからない

その他

無回答

視覚障がい （n=167） 聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52） 肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

障がい者

身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、いずれも「家族・親戚」が最も高くなっています。
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相談できる相手がいない

誰に相談したらよいか

わからない

その他

無回答

障がい児 （n=414） ５歳以下（n= 80）

６～11歳（n=165） 12～14歳（n= 79）

15歳以上（n= 72）


単位：％

	区
分
	家族・親戚
	友人・知人、近所の人
	ヘルパー
	相談支援専門員
	ケアマネジャー
	障がい者（児）の団体
	幼稚園・保育園、学校
	医療機関
	市役所、保健所・保健センター
	民生委員・児童委員
	身体・知的障害者相談員
	岐阜市障害者生活支援センター
	基幹相談支援サテライト

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	60.1
	26.8
	5.1
	20.3
	3.6
	3.6
	1.4
	8.0
	6.5
	0.7
	2.9
	1.4
	0.7

	
	40～64歳（n=  275）
	47.3
	18.9
	3.6
	5.5
	5.8
	4.0
	0.4
	11.6
	6.9
	0.7
	0.4
	1.5
	0.7

	
	65歳以上（n=1,015）
	45.3
	10.7
	7.8
	3.1
	21.4
	1.4
	0.1
	8.5
	4.4
	2.1
	0.6
	2.1
	-

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	60.4
	13.2
	6.3
	22.2
	2.1
	6.9
	2.1
	11.1
	4.2
	-
	1.4
	1.4
	0.7

	
	40～64歳（n=   79）
	46.8
	12.7
	5.1
	16.5
	5.1
	3.8
	-
	5.1
	3.8
	-
	5.1
	8.9
	-

	
	65歳以上（n=   19）
	31.6
	-
	-
	-
	5.3
	-
	-
	5.3
	5.3
	-
	-
	-
	-

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	62.3
	20.8
	3.8
	17.0
	3.8
	3.8
	-
	35.8
	11.3
	-
	-
	5.7
	-

	
	40～64歳（n=  126）
	51.6
	19.8
	2.4
	11.9
	2.4
	-
	-
	25.4
	10.3
	1.6
	-
	4.8
	0.8

	
	65歳以上（n=   47）
	53.2
	10.6
	10.6
	8.5
	19.1
	-
	-
	12.8
	4.3
	2.1
	-
	2.1
	-

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	55.0
	20.0
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-

	
	40～64歳（n=   89）
	62.9
	21.3
	1.1
	4.5
	4.5
	-
	-
	20.2
	12.4
	-
	1.1
	1.1
	-

	
	65歳以上（n=  155）
	54.8
	16.8
	5.2
	2.6
	25.2
	0.6
	-
	17.4
	9.0
	0.6
	0.6
	0.6
	-

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	57.1
	14.3
	-
	35.7
	-
	-
	-
	42.9
	-
	-
	-
	-
	-

	
	40～64歳（n=   18）
	33.3
	11.1
	5.6
	33.3
	-
	-
	-
	16.7
	11.1
	-
	-
	-
	-


単位：％　　　　　　

	区
分
	障害福祉サービス等事業所
	障害者就業・生活支援センター
	地域包括支援センター
	社会福祉協議会
	ハローワーク
	岐阜市超短時間ワーク応援センター
	岐阜県障がい者差別解消推進センター
	相談できる相手がいない
	誰に相談したらよいかわからない
	その他
	無回答
	
	

	身体障がい
	18～39歳（n=  138）
	9.4
	4.3
	-
	-
	4.3
	0.7
	-
	0.7
	6.5
	4.3
	16.7
	
	

	
	40～64歳（n=  275）
	2.2
	1.8
	1.8
	1.1
	1.8
	-
	-
	7.3
	10.5
	3.6
	19.3
	
	

	
	65歳以上（n=1,015）
	1.9
	0.8
	5.5
	1.2
	0.1
	-
	0.2
	3.6
	8.3
	3.9
	25.0
	
	

	知的障がい
	18～39歳（n= 144）
	13.2
	5.6
	-
	2.8
	1.4
	-
	0.7
	2.1
	7.6
	8.3
	13.9
	
	

	
	40～64歳（n=   79）
	17.7
	7.6
	1.3
	6.3
	6.3
	-
	-
	1.3
	8.9
	5.1
	11.4
	
	

	
	65歳以上（n=   19）
	5.3
	-
	-
	5.3
	-
	-
	-
	-
	10.5
	10.5
	36.8
	
	

	精神障がい
	18～39歳（n=   53）
	13.2
	9.4
	3.8
	1.9
	5.7
	-
	-
	3.8
	13.2
	11.3
	1.9
	
	

	
	40～64歳（n=  126）
	4.0
	3.2
	3.2
	1.6
	5.6
	-
	-
	8.7
	10.3
	5.6
	5.6
	
	

	
	65歳以上（n=   47）
	8.5
	-
	8.5
	2.1
	-
	-
	-
	4.3
	8.5
	8.5
	6.4
	
	

	指定難病
	18～39歳（n=   20）
	10.0
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	-
	10.0
	5.0
	20.0
	
	

	
	40～64歳（n=   89）
	1.1
	-
	1.1
	-
	2.2
	-
	1.1
	3.4
	7.9
	2.2
	7.9
	
	

	
	65歳以上（n=  155）
	0.6
	0.6
	7.1
	-
	-
	-
	-
	5.2
	3.9
	7.1
	18.7
	
	

	手帳未所持
	18～39歳（n=   14）
	14.3
	14.3
	-
	-
	7.1
	-
	-
	14.3
	7.1
	-
	-
	
	

	
	40～64歳（n=   18）
	11.1
	5.6
	5.6
	-
	11.1
	-
	-
	16.7
	5.6
	5.6
	16.7
	
	


障がいのある児童でも、いずれも「家族・親戚」の割合が最も高く、次いで、「幼稚園・保育園、学校」、「相談支援専門員」となっており、これらは30％を超えて比較的高くなっています。
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相談できる相手がいない

誰に相談したらよいか

わからない

その他

無回答

身体障がい（n=143） 知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45） 指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい児
障がい別にみても、いずれも「家族・親戚」が最も高くなっています。
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無回答
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障
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３．差別と理解

（１）障害者差別解消法等の認知度

平成28年４月施行（令和３年５月改正）の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」と令和４年４月施行の「障がいのある人もない人もともに暮らせる岐阜市づくり条例」について知っているかたずねたところ、法律のことを知っている（「法律、条例ともに知っている」と「法律のことは知っている」の合計）は、身体に障がいのある人で12.3％、知的障がいのある人で13.1％、精神に障がいのある人で12.2％、指定難病患者で9.9％、手帳未所持者で5.8％となっています。
また、条例のことを知っている（「法律、条例ともに知っている」と「条例のことは知っている」の合計）は、身体に障がいのある人で11.1％、知的障がいのある人で7.4％、精神に障がいのある人で6.5％、指定難病患者で7.3％、手帳未所持者で5.8％となっています。
図表７－９　障害者差別解消法と「障がいのある人もない人もともに暮らせる岐阜市づくり条例」の認知度
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手帳未所持 （n=   35）

ある あまりない 全くない 無回答

障がい者

年齢別にみると、障害者差別解消法や「障がいのある人もない人もともに暮らせる岐阜市づくり条例」の認知度は、概ね年齢が高いほど低い傾向にあります。
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障がいのある児童では、障害者差別解消法の認知度は15.7％となっている一方、「障がいのある人もない人もともに暮らせる岐阜市づくり条例」の認知度は7.0％にとどまっています。
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障がい児
（２）差別や偏見

この３年間で、障がいがあるために差別や偏見を感じることがあるかたずねたところ、「ある」は、身体に障がいのある人で10.8％、知的障がいのある人で23.8％、精神に障がいのある人で26.8％、指定難病患者で6.6％、手帳未所持者で22.9％となっています。

図表７－10　この３年間で差別や偏見を感じた経験
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年齢別にみると、「ある」は、いずれも年齢が低いほど高い傾向にあります。
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、通院、諸活動など）の支援をし

てほしい .

障がいについてまわりの人の理解を深めてほ

しい .

障がいのある人の働ける企業が増えてほしい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・

Ｂ型事業所が増えてほしい .

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えてほ

しい .

外出しやすい環境や交通機関の利便を図って

ほしい .

いつでもなんでも相談できる窓口を用意して

ほしい .

年金などの経済的な援助を増やしてほしい

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に支援をしてほしい .

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

無回答

身体障がい

（n=1,468）

知的障がい

（n=  244）

精神障がい

（n=  228）

指定難病

（n=  272）

手帳未所持

（n=   35）


障がいのある児童では、「ある」が28.5％となっており、年齢が低いほど高い傾向にあります。また、障がい別では、身体・知的・精神に障がいのある児童で30％を超えています。
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、通院、諸活動など）の支援をし

てほしい .

障がいについてまわりの人の理解を深めてほ

しい .

障がいのある人の働ける企業が増えてほしい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・

Ｂ型事業所が増えてほしい .

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えてほ

しい .

外出しやすい環境や交通機関の利便を図って

ほしい .

いつでもなんでも相談できる窓口を用意して

ほしい .

年金などの経済的な援助を増やしてほしい

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に支援をしてほしい .

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

無回答

視覚障がい

（n=167）

聴覚等障がい

（n=159）

言語等障がい

（n= 52）

肢体不自由

（n=504）

内部障がい

（n=586）

障がい児
差別や偏見を感じる人に具体的な事例をたずねたところ、主に次のような記述がありました。

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・目が見えないことに対し、少しは見えるだろと言って物を持ってくる。見えないから仕方ないなど、いろいろ嫌なことを言われる。
・白杖を使用中に歩行者に邪魔をされた。タクシーを利用した際、釣り銭をごまかされたり、回り道をして料金を高くとられたりした。
・点字ブロックの上に、商品や自転車など障害物が置かれていて歩きにくいことがたまにある。

	聴覚等障がい
	・障がいがあるのに、そんなふうには見えないといつも言われる。見た目が普通なので、何でもできると思われる。逆に理解しづらいということを理解してもらえないこともある。

・聞こえないのでコミュニケーションが取りづらく、周囲から取り残される。会話に入れてもらえない。聞き違いがあるので、チンプンカンプンな答えを言ってしまうので変な人と見られやすい。

・聞こえないのにちゃんと聞いていないと思われる。

・難聴だと知られれば、誰も話しかけてくれない。孤独な感じがする、みんな面倒くさがっている。そして難聴のことを誰にも言えなくなる。

・聞こえないので筆記をお願いしても聞いてもらえない。医師や医療機関の受付などで診察を拒否される。聞こえないと言うと侮蔑表現でバカにされる。

・以前から市へ要望しても、文化センターの上映会に字幕をつけてくれませんでした。
・マスク生活のため、口を見てコミュニケーションがとれない。特に、市役所ではヘルプマークを見せて耳が悪いことを伝えると、大きい声を出せば聞こえると思っているのか大きい声で話し出す。

	言語等障がい
	・喉頭摘出手術によって電気喉頭による発声をするようになってから、私に会うことを避けるように離れていく人がおり、悲しい思いをしました。

	肢体不自由
	・奇異なまなざしを投げかけられたり、振り返って見返される。
・常に視線を感じている。
・人の視線(ジロジロ)大変傷つきます。

・郵便局で保険の見直しのため、障害手帳をみせたところ、職員から「障害者なので保険に入れないと思いますよ」と言われいやな気分になった。いろいろな病気があっても保険に入れる時代なのに障害者はダメと言われたことが納得できない。

・障害者スペースに商品カートを置いている店舗がある。そのため、駐車ができず困っています。障害者スペースを設置してもふさいだら意味がありません。
・入店入室が難しく、断られるケースがたまにある。
・文字や絵など、手を使うことは苦手なのですが、何とかがんばって書いた物を「味がある」とよく言われます。どう見ても下手なんですが、「味がある」という言葉でほめていただくのです。いろいろ考えてしまいます。

・私がいると通ることができる所も止まって待ってくださいます。あまりにも気を使ってくださるためかえって危ないときもあります。

	内部障がい
	・ヘルプマークをつけていても優先席にすわれない。見た目で分かる病気じゃないから理解されにくい。
・乗物（バス、電車等）で障がい者（心臓、子ども連れの人）がヘルプマークを付けていても若い人は寝たふりをしている。特に、大学生には指導してほしいと思います。
・外見から障害があることがわかりにくいのか、障害者用駐車エリアに車を止めた際に指をさされたことがある。

・心臓が悪いので騒音をやめてほしいと言ったがやめてくれなかった。法律では許されてるからと言われた。勝手に死ねと言われてるようで悲しい。騒音は子持ちのボール遊びで朝夕毎日ひどかった。

・パート面接時、「日常生活に支障はないが、障害者手帳を持っている」と伝えたら「それだと難しいね」と言われた。


	区　　分
	主な内容

	知的障がい
	・大声や奇声を発すると、ジロジロ見られる。

・障害があることがわかるので(動作等で)、こちらを見る目が冷たく感じる。振り返って、コソコソと話されるなど。

・人にバカにされる。

・バスに乗ったとき、ヘルプマークを付けていたら、指をさして笑われた。

・公共交通機関を使って移動中、障害の特性であるがために、大きな声を出したら罵声を浴びました。障害がある人も、ない人も、共に暮らせる…という言葉を思い出しながら、ぐっと涙を堪えながら、謝り続け、次のバス停で降りました。

・民生委員が高齢者宅には訪問して安否確認をしているが、障害者宅への訪問は一切ない。
・ある病院で入院中、「こんな子だから仕方ない」と看護師に言われ、母親が「この子もあなたと同じ人間です。」と訴えた。

	精神障がい
	・ジロジロ見られる。
・「普通の人間じゃないから、辞めてほしい」「キチガイだから、頭がおかしいから無理、正社員になれない」と言われた。

・近所の人に変な目で見られる。

・見た目でわからないうつなどは、他人には理解できない苦痛があるが、理解されにくい。怠けているだけと思われたことも。

・障害者雇用で、いじめられ、無視されました。仕事のことを聞いても教えてくれず、仕事をもらえない、差別を受けました。

・スーパーなどの外出先で、小中学生によくからかわれる。
・前の民生委員がしつこくて、いやらしく、非常に困った。
・ＰＴＡ等の参加が障害によりできないと申し出た人に対し、「心の病気で役員にならないなんて、認められるんなら、全員心の病気だわ」とか「それを申し出た人の名前は」と騒いでいるのを見た。ＰＴＡの役員ができない人の理由を聞かず、もらさず、スルー(誰でも)できるとよい。言わないだけで、障害を持っている保護者がいて困っているということを、人々に理解してもらいたい。そして認めてほしい。
・銀行業務や行政窓口業務において、わざとわからないふりをされたり、ごまかされたりして、追い払われる。

	指定難病
	・杖を使って歩いていたり、車いすを利用していると、物珍しそうな目で見られることがある。
・バカにされた。冷たかった。ヘルプマークを理解している人が少ない。見て見ぬふり。しらんぷり。

・50代の大人に向かって子ども相手のような口調で話されたこと。
・全く職場で理解が得られない。

・パーキンソン病という病気の症状が様々であることを知ってほしい。自分でやりたいという気持ちがあっても、意志と行動が伴わなく、とてももどかしく涙が出るくらいのときがあっても、支援(有料)の方からの心ない言葉。

・パーキンソン病なので、車いすの状態のとき、震え、頭が上を向く症状のときの他人の目。“かわいそう”“大変そう”という視線。

	手帳未所持
	・人を見た目で判断する。
・人に病気のことを言われたとき（心ない言葉に傷ついた）。

	障がい児
	・思いっ切り見られる。二度見されて、さらに振り返られる。「わかいそうに」、「大変ね」と言われる。
・人工呼吸器を使っているので「かわいそうだ」と言われたり冷たい視線を感じる。

・「車いすのための駐車場です。ベビーカーはご遠慮ください」と怒鳴られた。重症心身障がい児用車いすですけど。一般的な車いすに座れるお年寄りよりも重度なのに、見た目で判断しないでほしい。障がい者手帳がまだもらえない幼い子は、重心児でもベビーカーに医療機器たくさん載せて移動するしかないのに。

・保育園や小規模保育園、幼稚園への見学の際に他に通ってはどうかと嫌がられたり理由の説明なく入園を断られた。


（３）理解や配慮

障がいについての理解や配慮があり、よかったと感じたことがあるかたずねたところ、「ある」は、身体に障がいのある人で21.0％、知的障がいのある人で26.2％、精神に障がいのある人で23.7％、指定難病患者で15.4％、手帳未所持者で37.1％となっています。

図表７－11　この３年間で理解や配慮があり、よかったと感じた経験
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、通院、諸活動など）の支援をし

てほしい .

障がいについてまわりの人の理解を深めてほ

しい .

障がいのある人の働ける企業が増えてほしい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・

Ｂ型事業所が増えてほしい .

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えてほ

しい .

外出しやすい環境や交通機関の利便を図って

ほしい .

いつでもなんでも相談できる窓口を用意して

ほしい .

年金などの経済的な援助を増やしてほしい

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に支援をしてほしい .

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

無回答

障がい児

（n=414）

５歳以下

（n= 80）

６～11歳

（n=165）

12～14歳

（n= 79）

15歳以上

（n= 72）

障がい者

年齢別にみると、「ある」は、概ね年齢が低いほど高い傾向にあります。
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毎日の生活の手助けがもっとほしい

外出（買物、通院、諸活動など）の支援をし

てほしい .

障がいについてまわりの人の理解を深めてほ

しい .

障がいのある人の働ける企業が増えてほしい

一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・

Ｂ型事業所が増えてほしい .

リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えてほ

しい .

外出しやすい環境や交通機関の利便を図って

ほしい .

いつでもなんでも相談できる窓口を用意して

ほしい .

年金などの経済的な援助を増やしてほしい

スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸

術活動に支援をしてほしい .

制度をもっとわかりやすく紹介してほしい

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）


障がいのある児童では、「ある」が35.0％となっており、年齢別、障がい別にみても、あまり差異はみられません。
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障がい者（児）の団体

幼稚園・保育園、学校

医療機関

市役所、保健所

・保健センター

障がい児
障がいについての理解や配慮があり、よかったと感じた人に具体的な事例をたずねたところ、主に次のような記述がありました。

	区　　分
	主な内容

	視覚障がい
	・まちで「お手伝いしましょうか」と声をかけてもらえることがある。
・手助けを申し出てもらえた。

・目の不自由な状況を説明するとちゃんと助けてもらえる。

・よく心配して声をかけていただけた。バスや電車などで席を譲っていただいた。
・バスで高校生や若い人たちが素早く席を提供してくれる。

・役所や金融機関の窓口での対応が親切になった、内容によりできないものもあるが代筆や代読が頼みやすくなった。まちなかで声をかけてくれる人が増えてきた。

・就職先で、在宅勤務やブルーライトカットフィルム等目に負担のかからない環境の提供をしていただいているので、すごく働きやすい。

	聴覚等障がい
	・耳が聞こえないことを伝えると、筆談で対応してくれた。

・バス通勤のとき、耳が聞こえないことを伝えたら、運転手さんから筆談とありがとうと手話で応えてくれた。

・嫌がらずに筆談してくれたこと。知っている手話や指文字を使って話してくれたこと。行きたいところまでわざわざ一緒に案内してくれたこと。

・マスクをしているとどうしても聞こえづらくわかりにくいので、マスクを取って会話してくれる人がいてうれしかった。また、銀行での手続きで筆談してくれたのがうれしかった。

・何かあったとき、近くの人がメモ用紙とペンで親切に教えてくださることはとてもうれしいです。よいことも悪いことも教えてほしいです。

・イヤホンと補聴器を区別して捉えてもらえるようになった。

・岐阜市役所の案内係の人が、戸惑っていた私に声をかけてくださった。耳マークを持っていたので、目的の場所まで案内してくださり、とてもうれしかった。補聴器をつけているが、相手の人に伝わりにくいこともあるので、自分からわかってもらう努力をすることはとても大切なことだと思う。これからもこれらを積極的に活用したいと考えている。

・職場の勉強会で、文字起こし機能付きのパソコンを用意してくれた。

・ホテルはもちろんサービス施設のテレビに字幕がつくようになったことです。

・地域の防災訓練に要約筆記者を派遣してもらいノートテイクで情報保証を受けたので、内容がよく理解できた。こういう支援のおかげで参加できた。

	言語等障がい
	・様々な場面で、話せないと伝えると親切に対応していただける。

	肢体不自由
	・手伝いましょうか、押しましょうかなど言ってくださった。

・外出先で、駐車場で車いすでの昇降時、よその方が「お手伝いしましょうか」とよく声をかけてくださる。

・ときどきエレベーターを車いすで乗るとき、ドアを押さえてくれたりすることはあります。
・ヘルプマークをつけていたからか、バスの中で席をゆずってくれた人がいた。優しい人もいるなと思った。

・近所のおばさんたちが声をかけてくれる。障がい者がいないが、合唱団に入団させてもらえ、同じように活動させてもらっている。

・手荷物を持ち、車まで運んでくださりありがたいことです（買い物の際）。
・周りの方の気遣いには、本当にありがたい思いをしています。おかげで外出ができています。

・勤務先で定期的に面談があり、就労時に配慮が必要なことについて把握してもらえること。
・職場でいろいろフォローしてもらえる。
・コロナ感染の拡大に合わせて在宅勤務が始まったが、コロナ終息後主在宅のまま続けてよいと許可をもらった。
・障がい者用駐車場があること。


	区　　分
	主な内容

	内部障がい
	・鞄にヘルプマークを付けてます。電車に乗車した際、娘も付き添っていましたがすぐ座席をゆずってくださいました。

・ヘルプカードを鞄に付けているため、歩いているとき、バス停にいるとき、バスに乗ったときなどに声をかけてくださる方がみえるのでうれしかった。

・ヘルプマークを理解してくれている人もいることはうれしいと思う。

・周りの人が親切にしてくれる、理解してくれる。
・スーパーの買物中に上の段の品物を取ってくださる人がいたこと。また、何かお手つだいしましょうかと言われたこと。

・車椅子で通るときなど道を譲ってくれる。

・通院時に、周囲の人たちが道をあけてくれたり危険のないようにしたりしてくれた。
・新しい仕事場では体に気をつかってくれる仲間と会社に出会えた。

・職場の仲間の理解や配慮がある。

	知的障がい
	・散歩中に顔見知りになった方に声をかけてもらえるようになったこと。

・昔から知っている方や自治会長さんなど、外で会うと、気にかけて、優しい言葉をかけてくださいます。

・理解してもらえる会社に勤めることができ、正社員になることができたこと。
・会社側に理解してもらっている。

・職場で仕事をわかりやすくかみくだいて伝えてもらえる。

・会社の人がとてもほめてくださるので、やる気になって仕事ができた。でも、悪いときは、とても叱ってもらえます。

・コンビニに行ったとき、優しく対応してくれました。

	精神障がい
	・子どもの学校のＰＴＡの役員が免除されること。
・職場で休みを取りやすいこと。
・職場は私の障害について、よく理解してくれている(主治医の説明を受けたり、私の現状について説明してくれた)。
・仕事をする上で、何かしら配慮をしてもらっていた。
・オープンにして、再就職の活動をしてきたので、働く上でいっぱい希望を聞いてもらえたし、上司や同僚にも遠慮なく「助けて」って言えるようになりました。
・職場の上司の理解があり、仕事上も配慮していただけていることがよかったです。一般枠で働いているので、その中で配慮していただいていることはありがたいです。
・障害枠で勤務した企業で、同僚の方々に、親切に接していただいたこと。

	指定難病
	・電車の中でヘルプマークをつけていて、足がものすごく痛かったときに、席を譲ってくれた方がいた。
・車いすで通行中、周りの方々が、道を開けてくれたして、周りの気遣いに感謝です。
・杖を持って、買い物袋を持って、なかなかコンビニのドアが開けられないとき、後ろから手が出てきて、開けてくださいました。

・スーパーで車いすへの移乗をしていたら、「何かお手伝いすることはありますか」と、声をかけていただいた。
・押し車を利用しているので、声かけやエレベーターなどで手助けをしていただける。
・仕事量と就労時間を障害の影響に応じて、フレキシブルに対応してもらったこと。常に健康面で声かけなど、気を遣っていただいていること。
・仕事場で通院の日や体調に気をつけてくれる。
・以前からの職場で、理解していただき、短い時間、少ない日数で勤務させていただいています。

	手帳未所持
	・理解できるまで、話してくれたとき。
・見守ってもらえる環境があったこと。

	障がい児
	・普通に接してくれること。かわいそうだとか無理して必要以上に優しくではなく、顔を見て挨拶したり、名前を呼んでくれたり、普通のコミュニケーションがすごくうれしい。
・弟の保育園の役員免除。家から連れ出していけないよねって言ってもらえてうれしかった。
・大学の見学に行ったら、文字情報での支援があり、スタッフの先生や学生の聞こえについての理解もあってとてもよかった。


４．障がいのある人が暮らしやすいまちづくり

暮らしやすくするためのニーズをたずねたところ、手帳未所持者以外では、「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」が最も高く、精神に障がいのある人では50％を超えています。手帳未所持者では「いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい」が最も高くなっており、これは手帳未所持者以外でも比較的高くなっています。このほか、「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」も比較的高くなっています。（213頁参照）
身体に障がいのある人について、さらに障がいの種類別にみても、いずれも「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」が最も高くなっています。なお、「外出（買物、通院、諸活動など）の支援をしてほしい」と「外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい」では、視覚障がいのある人がほかの障がい等に比べて高くなっています。（214頁参照）
図表７－12　暮らしやすくするためにしてほしいこと（複数回答）
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医療に関することについて

各種福祉サービスの利用や年金などの手続きの

方法について .

自立した生活を送ることができるように訓練す

る場について .

職業訓練や就職情報などの就労支援について

悩みごとが相談できる人や団体、機関について

同じような障がいのある仲間と出会える場につ

いて .

障がいのある人に配慮した行事やイベントなど

について .

障がいのある人が外出先で利用できる施設など

について .

特にない

その他

無回答

身体障がい（n=143）

知的障がい（n=192）

精神障がい（n= 45）

指定難病 （n=  2）

小児慢性特定疾病

（n= 23）

手帳未所持（n= 99）

障がい者
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視覚障がい （n=167）

聴覚等障がい（n=159）

言語等障がい（n= 52）

肢体不自由 （n=504）

内部障がい （n=586）

知的障がい （n=244）

精神障がい （n=228）

指定難病 （n=272）

手帳未所持 （n= 35）

障がい児 （n=414）


単位：％

	区
分
	毎日の生活の手助けがもっとほしい
	外出（買物、通院、諸活動など）の支援をしてほしい
	障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい
	障がいのある人の働ける企業が増えてほしい
	一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所が増えてほしい
	リハビリ訓練の場が増えてほしい
	障がいに適した設備をもった住宅が増えてほしい
	外出しやすい環境や交通機関の利便を図ってほしい
	いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい
	年金などの経済的な援助を増やしてほしい
	スポーツ・レクリエーション、教育、文化芸術活動に支援をしてほしい
	制度をもっとわかりやすく紹介してほしい
	特にない
	その他
	無回答

	身体障がい
	18～39歳
（n=  138）
	8.7
	14.5
	28.3
	31.2
	9.4
	8.7
	15.2
	20.3
	19.6
	25.4
	8.7
	25.4
	9.4
	3.6
	14.5

	
	40～64歳
（n=  275）
	6.5
	10.2
	22.2
	26.2
	5.5
	7.6
	10.5
	18.2
	21.8
	39.6
	4.0
	27.6
	14.2
	1.5
	16.4

	
	65歳以上
（n=1,015）
	6.4
	10.5
	10.9
	5.1
	1.4
	8.5
	5.9
	14.0
	15.8
	33.5
	2.5
	14.9
	19.6
	1.3
	21.6

	知的障がい
	18～39歳
（n= 144）
	11.1
	20.1
	38.9
	24.3
	19.4
	11.1
	18.8
	18.8
	31.3
	36.8
	10.4
	24.3
	9.7
	4.2
	16.7

	
	40～64歳
（n=   79）
	5.1
	10.1
	20.3
	20.3
	13.9
	3.8
	11.4
	15.2
	22.8
	25.3
	5.1
	17.7
	12.7
	2.5
	11.4

	
	65歳以上
（n=   19）
	10.5
	15.8
	10.5
	5.3
	5.3
	5.3
	10.5
	10.5
	15.8
	31.6
	5.3
	5.3
	15.8
	-
	31.6

	精神障がい
	18～39歳
（n=   53）
	13.2
	18.9
	30.2
	49.1
	15.1
	5.7
	9.4
	20.8
	30.2
	60.4
	9.4
	50.9
	13.2
	5.7
	3.8

	
	40～64歳
（n=  126）
	11.1
	14.3
	31.7
	35.7
	15.1
	4.8
	14.3
	14.3
	35.7
	52.4
	8.7
	27.0
	15.1
	5.6
	3.2

	
	65歳以上
（n=   47）
	4.3
	8.5
	8.5
	6.4
	2.1
	6.4
	14.9
	14.9
	23.4
	42.6
	2.1
	19.1
	19.1
	6.4
	12.8

	指定難病
	18～39歳
（n=   20）
	20.0
	10.0
	15.0
	5.0
	-
	5.0
	5.0
	20.0
	15.0
	20.0
	5.0
	15.0
	30.0
	5.0
	20.0

	
	40～64歳
（n=   89）
	6.7
	10.1
	13.5
	7.9
	2.2
	4.5
	6.7
	13.5
	18.0
	31.5
	4.5
	29.2
	30.3
	3.4
	2.2

	
	65歳以上
（n=  155）
	7.7
	8.4
	5.8
	3.2
	1.3
	12.9
	7.1
	20.6
	12.9
	34.2
	5.2
	20.0
	14.2
	3.9
	16.1

	手帳未所持
	18～39歳
（n=   14）
	7.1
	7.1
	35.7
	50.0
	14.3
	14.3
	14.3
	28.6
	50.0
	42.9
	7.1
	35.7
	21.4
	-
	-

	
	40～64歳
（n=   18）
	-
	5.6
	27.8
	22.2
	38.9
	5.6
	-
	5.6
	33.3
	27.8
	-
	27.8
	11.1
	5.6
	16.7


障がいのある児童では、「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」が最も高く、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」とともに40％を超えています。続いて、「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」、「いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい」、「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」、「リハビリ訓練の場が増えてほしい」の順となっています。
年齢別にみると、５歳以下は、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」が最も高くなっています。また、「いつでもなんでも相談できる窓口を用意してほしい」で５歳以下が、「障がいのある人の働ける企業が増えてほしい」と「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」では15歳以上が、ほかの年齢層に比べて高くなっています。（217頁参照）
障がい別にみると、小児慢性特定疾病患者と手帳未所持者は、「障がいについてまわりの人の理解を深めてほしい」が最も高くなっています。（218頁参照）
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視覚障がい （n= 30）

聴覚等障がい（n= 28）

言語等障がい（n= 18）

肢体不自由 （n= 98）

内部障がい （n= 85）

知的障がい （n= 51）

精神障がい （n= 69）

指定難病 （n= 59）

手帳未所持 （n=  3）

障がい児 （n=124）

住まい等 生活支援 サービス 医療・健康

就労・就学等 外出・活動 防災・安全 情報・相談

差別・理解 その他・全般

障がい児
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「その他」として、主に次のような記述がありました。

	区　　分
	主な内容

	身体障がい
	・道の点字ブロックの整備、増設

・補聴器がもっと安かったらうれしい
・障害者の入所施設をつくってほしい

・重度のショートステイの受け入れ施設を増やしてほしい
・補助具や日常生活用具のメンテナンス

・車いすで散歩しても段差やデコボコな歩道が多いのでなおしてほしい

・藍川地区はスーパーがないので不便

・運転をしてほしい

・障がいに対しての割引等

・経済的支援

・手助けは必要だけど、お金がかかるのをなんとかしてほしい
・何をするにもお金がいるが、お金がない

・何かに頼ろうとしてはいけないと思う

	知的障がい
	・通院に移動支援が使いたい

・就労継続支援Ａ型・Ｂ型の賃金上昇

・医療的ケアを備えた支援がほしい

・親が急に世話ができなくなったとき、すぐに受け入れてくれる体制を整えてほしい

・役所での申請・更新が大変過ぎる
・自営への援助や市の協力がもっと必要

	精神障がい
	・障害の有無以前に人の気持ちをよく考えたやりとりがあたり前の社会になってほしい

・障害者だと知られたくないので関わってほしくない

・各行政機関による個人情報の取扱方法の共有

・すべてが家族の自助努力になっている

・障害者手帳の代わりになるアプリの認知を広めるとよい
・転職支援、正社員になれるようにしてほしい

・夏のエアコンの充実

・なぜ一人暮らしでは市営住宅に入れないのか、家賃の負担が大きい

	指定難病
	・生活費支援

・指定難病の医療費負担軽減

・簡単な軽いボランティアの参加

・町内会がなくて、煩わしくない生活

・寝たきりの状態でも楽しめること

	障がい児
	・障がい福祉に携わる人がもっと温かく丁寧な対応をしていただけるようになってほしい
・大人の入所施設が少なすぎる。医療ケア、重身の生活介護施設を増やしてほしい

・自立した生活ができるよう、手帳がなくても受給者証で入れるグループホームやサービスの提供

・生活介護事業所が増えてほしい

・卒業後の短期入所を増やしてほしい

・本人ではなく親を支援する方法制度はないのか。重度心身障がい者、児を受け入れる期間、施設が少ない

・障がい児の兄妹のサポートをしてほしい。障がい児へのサービスはあるが家族へのサポートも必要

・親なき後、安心して生活できる施設が増えてほしい

・親が老いた後も暮らしていくための入所施設を増やしてほしい
・岐阜県にも障がい者が安心して遊べるユニバーサルデザイン遊具をつくってほしい

・病院の待ち時間が短縮できると助かる
・インクルーシブ教育の広がり

・車いすの駐車場がまだまだ少なくもっと増やしてほしい。車いすの駐車場に関係のない車を止められないようにしてほしい。駐車場所に少しでも屋根がほしい

・資格情報を増やしてほしい


５．意見・要望
この調査では、障がいのある人などの実態や意向等について選択形式によりお聞きしたほか、今後の市の取り組みや市民の皆さんの活動に生かしていけるよう、記述形式により障がいのある人などの意見・要望をお聞きしました。

意見・要望の記述状況（回答率）を調査対象区分別（１頁参照）にみると、図表７－13のとおりとなります。
言語等障がいのある人と精神障がいのある人、障がいのある児童では30％以上と比較的高くなっています。
図表７－13　意見・要望の記述状況
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さらに、調査対象区分ごとに、記述のあった意見・要望の内容を分野別に整理すると、図表７－14のとおりとなります。
「その他・全般」を除くと、視覚障がいのある人では「サービス」、聴覚等障がいのある人では「情報・相談」、言語等障がいのある人では「サービス」と「情報・相談」が同率で、肢体不自由者と内部障がいのある人では「外出・活動」が、それぞれ最も高くなっています。身体に障がいのある人の中でも、障がいの種類により関心が異なることがうかがえます。
また、知的障がいのある人では親亡き後等を見据えた「住まい等」、精神障がいのある人では「生活支援」、指定難病患者では「医療・健康」が、それぞれ最も高く、関心が高いことがうかがえます。
なお、障がいのある児童では「サービス」と「就労・就学等」が同率で最も高くなっています。
図表７－14　意見・要望（分野別）
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